
 

 

 

 

平成 23 年度ヤリイカ太平洋系群の資源評価 
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参 画 機 関      ：東北区水産研究所八戸支所、愛知県水産試験場漁業生産研究所、三重県水

産研究所、愛媛県農林水産研究所水産研究センター 

 
要       約 

ヤリイカは、我が国の太平洋沿岸に広く分布しているが、スルメイカのような広範囲に

わたる回遊は行わず、ローカルな個体群が主に深浅移動を行っているものと考えられる。

本系群は主に沖合底びき網漁業（沖底）等により漁獲され、特に北部の 1そうびきオッタ
ートロールの占める割合が高い。1990年まで総漁獲量は 2,000～5,000トンの間を増減して
おり、太平洋北部と中部・南部の漁獲量は同程度であった。1991年に太平洋南部沖底の漁
獲量の急減が主な原因で、太平洋系群の総漁獲量は 1,948 トンに減少したが、その後の北
部における増加により 1996年には 4,781トンまで増加した。その後、北部でも減少し 2005
年には 683 トンとなったが、2006 年以降は増加に転じ 2010 年には前年より増加し暫定値
で 2,287 トンとなった。沖底の有効漁獲努力量は大きく減少しており、最盛期と比べて近
年では南部 2そうびき沖底で 2割、北部 1そうびきオッタートロールで 3割強に減少して
いる。漁獲量の推移から（沖底の CPUE や調査船による稚イカ採集量も参考）、資源水準
は中位、動向は増加と判断した。平成 23年度 ABC算定のための基本規則 2-2)に基づき、
直近の過去 3年間（2008～2010年）の平均漁獲量 2,400トンに係数 1.0を乗じて ABClimit
とし、これに安全率 0.8をかけた 1,900トンを ABCtargetとした。 
                 
         2012年 ABC    資源管理基準      F値    漁獲割合 

ABClimit   2,400トン   1.0 Cave3-yr       －      － 
ABCtarget   1,900トン    0.8・1.0Cave3-yr      －      － 

100トン未満を四捨五入。 
 
   年  資源量（トン）  漁獲量（トン）    F値    漁獲割合 
  2008    －       3,000        －      － 
  2009    －       1,900        －      － 
  2010    －       2,300        －      － 
年は暦年（1月から 12月）。 
漁獲量は太平洋北部・中部・南部の沖底、愛知県外海小底および三重県大型定置網の合計、

2010年は概算値。 
本年度において、2003年から 2009年太平洋北部沖底漁獲量が修正されている 
100トン未満を四捨五入。 
水準：中位      動向：増加 
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本件資源評価に使用したデータセットは以下のとおり 
 データセット 基礎情報、関係調査等 
年別漁獲量 

 

太平洋中部・南部沖合底びき網漁業漁場別漁獲統計年報（水研セ） 
太平洋北区沖合底びき網漁業漁場別漁獲統計資料（水研セ） 
愛知県外海小底主要港水揚量（愛知県） 
三重県ブリ定置網水揚量（三重県水産研究所） 

資源量指数 
・加入量指数 
・資源量指数等 

 
土佐湾における幼稚魚分布調査（水研セ） 
太平洋中部・南部沖合底びき網漁業漁場別漁獲統計年報（水研セ） 
太平洋北区沖合底びき網漁業漁場別漁獲統計資料（水研セ） 

漁獲努力量 太平洋中部・南部沖合底びき網漁業漁場別漁獲統計年報（水研セ） 
太平洋北区沖合底びき網漁業漁場別漁獲統計資料（水研セ） 

 
1．まえがき 

ヤリイカ太平洋系群は太平洋北部海域では 1そうびきオッタートロール沖合底びき網漁
業（以下、沖底）により、太平洋中部海域では 1そうびき沖底（かけまわし）および愛知
県外海小型底びき網漁業（以下、愛知県外海小底）により、太平洋南部海域では 2そうび
き沖底により主に漁獲される。また、わずかではあるが三重県の大型定置網でも漁獲され

ている（図 1、図 2、表 1）。これらの漁業によるヤリイカ太平洋系群の過去 3 年間（2008
～2010 年）の漁獲量は 1,900～3,000 トンの水準である（表 1）。その他の沿岸漁業でも漁
獲されているが、それらによる漁獲量は不明である。本系群を漁獲対象とする外国漁船は

ない。 

 
2．生態 

(1)分布・回遊 
ヤリイカ太平洋系群は岩手県以南から本州、四国および九州沿岸にかけて分布する（図

1）。分布水深は適水温により規定されると考えられており、漁獲水深も北方の冷水域で浅
く、南方の暖水域で深い傾向にある。 土佐湾では底層水温が 11～15℃を示す水深 100～
250mの底層で漁獲されている（通山他 1987）。また、成長に伴い深所に移動し、産卵時に
浅所に戻ることが知られている（通山 1987、通山・堀川 1987）。対馬暖流系群では産卵期
前の暖流上流域への移動と春期の下流域への移動が確認されているが、その移動距離は最

大でも 170km程度で大きな移動を行わないとされている（伊藤 2007）。一方、太平洋側で
は回遊に関する知見はないが、日本海側と同様にスルメイカのような広範囲の回遊は行わ

ず、主に深浅移動を中心とした比較的ローカルな個体群を形成していると考えられる。 
 

(2)年齢・成長 
ヤリイカは寿命が 1 年の単年性種である。雄は雌に比べて最大体長（外套背長、以下、

体長と称する）が大きくなり（通山 1987、木下 1989）、雌は 220mm 程度までであるが雄
は 300mm以上となる。資源量が多かった時代には、土佐湾において稚仔は 5～6月に水深
100m前後に着底、7月に体長 50～80mm程度に成長した個体から順次水深 150m付近に移
動し、8～12 月には水深 300m まで分布を拡大して索餌活動を行い、1 月下旬以降、体長
180～350mm 程度となった成熟個体は再び水深 100m 前後に移動して産卵していた（通山
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1987、通山・堀川 1987）。 
(3)成熟・産卵 
土佐湾では、1月下旬から 4月下旬に底層水温 12～14℃の水深 70～150m付近に接岸し

て付着基質に卵嚢を産み付ける（通山 1987）。太平洋岸におけるヤリイカの産卵場は九州
～東北の沿岸各地で確認されている（伊藤 2002）。 

 
(4)被捕食関係 
ヤリイカは、体長 50mm までは動物プランクトンのカイアシ類を主に捕食し、体長 60

～140mm ではカイアシ類とともにオキアミ類、体長 150mm 以上ではカイアシ類、オキア
ミ類、アミ類、体長 170mm前後からは魚類を捕食する（通山他 1987）。 

 
3．漁業の状況 

(1)漁業の概要 
ヤリイカ太平洋系群は、主に底曳びき網により漁獲されている。海域別に見ると、太平

洋北部海域では 1そうびきオッタートロール沖底、中部海域では 1そうびき沖底および愛
知県の外海小底、南部海域では 2 そうびき沖底により主に漁獲されている（表 1）。また、
2008 年の評価票から 1985 年以降の三重県の大型定置網で水揚げされたヤリイカの暦年の
漁獲量も加えている。近年では太平洋北部での漁獲割合が大きくなっている。これは本系

群の分布の北偏傾向を反映したものと考えられる。 
 

(2)漁獲量の推移 
ヤリイカ太平洋系群の漁獲量は、1978～2002年では約 2,000～5,000トンの間を増減して

いたが、2003～2006年では約 1,500トン以下に減少し、2007年以降は約 2,000～3,000トン
となっている（表 1、図 2）。太平洋北部では、約 500～4,000トンの間を大きく変動してお
り、2010年では 1,580トンであった（図 3、4）。太平洋中部では、1990年代前半まで 1そ
うびき沖底が、それ以降は愛知県外海小底がヤリイカを漁獲している（図 3、4）。愛知県
外海小底による漁獲量は 2006 年以降増加傾向が続き、2010 年には推定で 476 トンを漁獲
している。太平洋南部沖底では、1978～1981年に 500～1,500トン、1982～1990年では 1,100
～2,300トンであったが 1991年以降に激減し、2010年には 161トンとなった（図 3、4）。 

 
(3)漁獲努力量 
 太平洋南部の 2そうびき沖底の有効漁獲努力量は（有漁ひき網数、表 2、図 5）、1990年
代前半までは次第に増加して 1990年のピーク時には 13,000台であった。しかし、1993年
以降は着業統数の減少とともに、2005年には資源回復計画の発動とも相まって 4,000台に、
2010年には最盛期の 1割強の 1,800台まで減少した。着業統数は 1983年までは 12～13ヶ
統、1992年までは 10～11ヶ統、2002年までは 8～9ヶ統、2004年までは 7ヶ統、2005年
5ヶ統、2006年以降 2010年までは 2～3ヶ統となった。 
 太平洋北部での 1そうびきオッタートロール沖底の有効漁獲努力量は（表 3、図 6）、1987
年までは 30,000前後であったが、1989年に 67,000近くまで急増し、1990年には 76,000を
超えた。その後は減少傾向となり、2010年では最盛期の 3割弱の 21,000台であった。 
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4．資源の状態 

(1)資源評価の方法 
 太平洋系群全体の漁獲量、太平洋北部の 1そうびきオッタートロール沖底と南部の 2そ
うびき沖底による CPUEおよび調査船による土佐湾での幼イカ採集数を用いて評価を行っ
た。 
 
(2)資源量指標値の推移 
 太平洋系群の漁獲量の推移は前述の通りである。 
 表 2、図 5に、1978年から 2010年までの太平洋中部・南部沖底の漁獲量、着業統（隻）
数、有効漁獲努力量・CPUEを示した。太平洋南部の 2そうびき沖底の CPUEは 1990年ま
では約 3年周期で 48から 182の間を変動していたが、1991年から 2005年までは 7～58の
低水準が続いていた。ところが、2006年に 93、2007年に 211、2008年に 90、2009年に 127、
2010年には 97と近年では高水準が続いている。 
 表 3、図 6 に、1978 年から 2010 年までの太平洋北部沖底の漁獲量・有効漁獲努力量・
CPUE を示した。ヤリイカを最も多く漁獲する金華山～房総沖の 1 そうびきオッタートロ
ールの CPUEは、漁獲量と有効漁獲努力量の増加した 1988～1992年に低い値となったが、
その後は増加して 1996年には 91となった。その後減少傾向となって 2005年には 28とな
ったが、2006年以降には増加傾向に転じて 2008年には過去最大の 101となった。しかし、
2010年には 72に減少した。 
 土佐湾における調査船による幼イカ採集数は、太平洋南部で漁獲量の多かった 1986年に
は 7,376個体であったが、1991年以降は 0～371個体と非常に少なくなっていた。しかし、
2006年と2007年には1,677個体および 1,712個体と大きく増加した。近年では再び減少し、
2010年では 145個体である（図 7）。2006年と 2007年の増加時には、太平洋南部の 2そう
びき沖底の漁獲量と CPUEおよび太平洋中部の愛知県外海小底の漁獲量は増加した。2008
年以降に幼イカ採集数は減少したが、南部の 2そうびき沖底の CPUEと中部の愛知県外海
小底の漁獲量は 2005年より高い水準にある。 
 
(3)資源の水準・動向 
太平洋南部の 2そうびき沖底の CPUEは、1991年から 2005年まで低い水準で推移したが、
2006年以降は 1990年以前の水準に回復しつつある。最近年の 2010年の CPUEは 2009年
よりやや減少した。太平洋北部の 1そうびきオッタートロールの CPUEは 2006年以降増
加傾向となり、2008年には過去最高となった。2009年は前年の半分となったが、2010年
には再び増加した。海域により資源量指標値の動向が異なることや、太平洋中部の愛知県

外海小底の CPUEが利用できないことから、系群全体の漁獲量から資源の水準と動向を判断

した。水準は、1978年～2010年までの漁獲量の最大値と最小値を三等分し、2,162トン以
下を低位、3,642トン以上を高位、その間を中位水準とした。2010年の漁獲量は 2,287ト
ンで中位となる。動向は、過去 5年間の漁獲量の推移から増加とした（図 2）。 
 

5．資源管理の方策 

 水準・動向が中位・増加にある本資源の管理目標としては、現状の漁獲量の維持を図る
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べきであると考えた。 
6．2012 年の ABC の算定 

(1)資源評価のまとめ 
太平洋系群の漁獲量水準から判断して資源水準は中位、動向は増加と判断した。 

 
(2)ABCの算定 
資源の水準・動向は中位・増加と判断されたことから、ABC 算定には平成 23 年度算定

のための基本規則 2－2）を適用した。ABClimit は直近 3 年間（2008～2010 年）の平均漁
獲量に係数 1.0を乗じ、ABCtargetは安全率を見込んで ABClimitの 8割とした。 
 

 2012年 ABC 資源管理基準 Ｆ値 漁獲割合 
 ABClimit  2,400トン  1.0 Cave3-yr － － 
 ABCtarget  1,900トン  0.8・1.0 Cave3-yr － － 

100トン未満を四捨五入。 
 

(3)ABCの再評価（100トン未満を四捨五入）                                        
昨年度評価以降追加され

たデータセット 修正・更新された数値 

太平洋北部沖底の漁獲量

とひき網数 
2003～2010年の値（2003～2006年は確定値、2007～2010年
は暫定値） 

 
評価対象年 管理基準 資源量 ABClimit ABCtarget 漁獲量 

2010年（当初） 0.9 Cave3-yr － 2,300 トン 2,100 トン  
2010年（2010年再評価） 0.9 Cave3-yr － 2,300 トン 2,100 トン  
2010年（2011年再評価） 0.9 Cave3-yr － 2,100 トン 1,900 トン 2,287トン 
2011年（当初） 1.0 Cave3-yr － 2,300 トン 1,900 トン  
2011年（再評価）    1.0 Cave3-yr － 2,400 トン 1,900 トン  

 

7．ABC 以外の管理方策の提言 

スルメイカでは、温暖期と寒冷期に再生産海域や分布範囲が大きく変動することが知ら

れ（桜井他 2003）、ヤリイカでも同様の現象が見られている。ヤリイカ対馬暖流系群では、
分布の北端に近い青森県の漁獲量は温暖期に増加して寒冷期に減少し、分布の南端に近い

日本海西区の漁獲量は温暖期に減少して寒冷期に増加する傾向がある(Tian 2007）。すなわ
ち、ヤリイカは温暖期に北部で、寒冷期には南部で増加する傾向がある。太平洋系群では、

漁獲努力量の大幅な減少にも関わらず太平洋南部では資源水準が好転せず、北部での漁獲

量が多くなっている。このことについて、ヤリイカ漁獲量と水温との関係から温暖化の影

響が示唆される。太平洋系群についても、レジームシフトの視点から長期的な資源変動と

環境条件との関係解析を行う必要がある。 

 

 

 

ヤリイカ太平洋系群-5-

-1724-



 

 

 

 

8．引用文献 

伊藤欣吾(2002）我が国におけるヤリイカの漁獲実態 青森県水産試験場研究報告, 2, 1-10. 
伊藤欣吾(2007）北日本ヤリイカ個体群の分布回遊と資源変動要因に関する研究．青森県水

産総合研究センター研究報告,5,11-68. 
川崎 健(2002）海洋生物資源の基本的性格とその管理．漁業経済研究，47(2)，87-109． 
木下貴裕(1989）ヤリイカの日齢と成長について．西海区水産研究所報告，67，59-68． 
桜井泰憲・山本 潤・木所英昭・森 賢(2003）気候のレジームシフトに連動したスルメイ

カの資源変動．月刊海洋，35(2)，100-106． 
Tian, Y. (2007) Long-term changes in the relative abundance and distribution of spear squid, Loligo 

bleeleri, in relation to seawater temperature in the south-western Japan Sea during the 
last three decades. GIS / Spatial Analysis in Fishery and Aquatic Science, 3, 27-46. 

通山正弘(1987）土佐湾におけるヤリイカの産卵期の推定．漁業資源研究会議西日本底魚部
会報，15，5-18． 

通山正弘・堀川博史(1987）土佐湾におけるヤリイカの産卵場について．南西海区ブロック
会議第 6回魚礁研究会報告，45-51． 

通山正弘・坂本久雄・堀川博史(1987）土佐湾におけるヤリイカの分布と環境との関係．南
西外海の資源・海洋研究，3，27-36． 

ヤリイカ太平洋系群-6-

-1725-



 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

図 1．ヤリイカ太平洋系群の分布域  
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図 3．ヤリイカ太平洋系群の漁業種類別・海域別漁獲量の経年変化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4．ヤリイカ太平洋系群の漁業種類別・海域別漁獲量の経年変化(*愛知県小底は 1992年 
   以降のみ、**三重県定置網は 1985年以降の暦年漁獲量） 
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 図 7. 土佐湾における調査船こたか丸によるヤリイカ採集個体数 
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